
静
新
、
読
者
の
ひ
ろ
ば
よ
り
転
載 

静新、読者のひろばより転載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

九
月
の
公
園
整
備
は
三
日
（
日
）
で
す
。

雑
草
取
り
、
清
掃
、
施
肥
、
潅
水
な
ど
の

作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

九
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
六
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
四
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

『
サ
ン
セ
ベ
リ
ア
の
花
』 

 

こ
の
鉢
植
え
の
観
葉
植
物
は
、
誰
で
も

見
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
剣
の
よ
う

な
厚
い
葉
に
は
虎
の
尾
の
よ
う
な
白
い
斑

が
入
っ
て
い
て
、
１
メ
ー
ト
ル
以
上
に
育

ち
ま
す
。
園
芸
の
種
に
は
、
葉
に
黄
色
の

縁
取
り
の
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
私
の

感
じ
で
す
が
、
観
葉
植
物
と
し
て
の
サ
ン

セ
ベ
リ
ア
は
、
最
近
減
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

去
る
八
日
の
静
岡
新
聞
『
読
者
の
ひ
ろ

ば
』
に
植
松
清
孝
さ
ん
の
写
真
が
投
稿
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
始
め
て
見
る
花
に
は
感

動
し
ま
し
た
が
、
温
暖
化
が
花
を
咲
か
せ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
新
聞
の
写
真
で
は
白

く
見
え
ま
す
が
、
図
鑑
に
は
黄
白
色
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
調
べ
る
の
も

面
白
い
と
思
い
ま
す
。
原
産
地
は
南
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
。
か
な
り
特
徴
的
な
草
で

す
。
空
気
を
清
浄
に
し
、
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
よ
う
で
す
。 
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モミジアオイが次々に開花！ 

八
月
六
日
（
日
）
昨
日
開
催
の
学
区
納
涼

夏
祭
り
の
撤
収
作
業
に
人
員
を
と
ら
れ
、
愛

護
会
員
の
参
加
が
十
名
と
な
り
ま
し
た
が
、

い
つ
も
よ
り
開
始
を
早
め
て
公
園
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
枯
れ
た
草
花
の
掘

り
起
こ
し
作
業
や
集
会
所
周
辺
の
雑
草
取

り
、
花
壇
へ
の
追
肥
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
相
変
わ
ら
ず
異
常
高
温
の
下
で
の
厳
し

い
作
業
で
し
た
が
、
休
憩
、
水
分
補
給
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
短
時
間
で
作
業
を
終
了

し
、
休
憩
時
の
話
題
は
昨
晩
の
お
祭
り
で
は

皆
で
作
っ
た
手
作
り
の
衣
類
が
完
売
と
な

っ
た
話
な
ど
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

暑さに強いセロシア！ 炎天下での球根掘り起こし！ 

背中は汗だらけです！ 


